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小
郡
市
議
会
で
は
、
平
成　

年
20

　

月
に
議
会
改
革
検
討
委
員
会
を

12設
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容

の
整
理
を
行
う
と
共
に
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
運
営
の
あ
り
方
等
、

議
会
活
性
化
・
改
革
に
向
け
た
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成　

年　

月　

日
、
議
会

21

10

29

の
あ
る
べ
き
姿
や
理
念
を
掲
げ
た

議
会
基
本
条
例
の
制
定
等
が
必
要

で
あ
る
と
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
、
平
成　

年
21

　

月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
市
議

12会
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
基
本
条
例

の
制
定
等
、
議
会
活
性
化
・
改
革

に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
行
う
た

め
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
に
お
け
る
最
高
規
範

と
な
る
も
の
で
す
。

　

地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、
地

方
自
治
体
の
自
主
的
な
決
定
と
責

任
の
範
囲
が
拡
大
す
る
中
、
議
会

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
今
後
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。　

　

そ
こ
で
、
小
郡
市
議
会
で
は
よ

り
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
、議
会
改
革
を
さ
ら
に
継
続
、

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
議
会
基

本
条
例
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

議
会
改
革
検
討
委
員
会
か
ら
平

成　

年　

月
に
提
出
さ
れ
た
答
申

21

10

の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
�
�
�
�
�
�
�
�
―
本
市
の

厳
し
い
財
政
状
況
等
か
ら
判
断

し
た
場
合
削
減
が
必
要
で
あ
る
。

議
会
運
営
等
を
考
慮
し
た
上
で

２
名
の
削
減
は
可
能
で
あ
る
。

今
後
議
員
の
さ
ら
な
る
資
質
向

上
を
図
り
、
市
民
へ
の
情
報
発

信
、
公
開
等
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

○
�
�
�
�
�
�
�
―
導
入
す
る

こ
と
で
議
員
の
言
い
っ
ぱ
な
し

の
質
問
が
出
来
な
く
な
り
、
緊

張
感
が
生
ま
れ
る
た
め
、
議
論

が
深
ま
り
議
会
の
活
性
化
に
繋

が
る
。（
反
問
と
は
質
問
し
て

き
た
相
手
に
逆
に
問
い
た
だ
す

こ
と
。）

○
�
�
�
�
�
�
―
執
行
部
だ
け

と
の
や
り
取
り
と
考
え
ず
、
市

民
、
議
員
を
含
め
た
全
員
が
理

解
で
き
る
平
易
な
言
葉
で
論
議

す
る
必
要
が
あ
る
。

○
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

―
導
入
す
る
こ
と
で
当
日
傍
聴

で
き
な
い
市
民
も
視
聴
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
議
場
内
に
よ
り

緊
張
感
が
生
ま
れ
議
会
の
活
性

化
に
繋
が
る
。

　

地
方
自
治
体
は
、
住
民
が
市
長

と
議
員
を
直
接
選
出
す
る
二
元
代

表
制
を
取
っ
て
お
り
、
執
行
機
関

と
議
会
は
独
立
・
対
等
の
関
係
に

立
ち
、
相
互
に
緊
張
関
係
を
保
ち

な
が
ら
協
力
し
て
自
治
体
運
営
に

あ
た
る
責
任
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
分
権
の
時
代
を
迎
え
た
今
、

議
会
に
は
、
地
方
自
治
体
の
基
本

事
項
を
決
定
（
議
決
）
す
る
団
体

意
思
の
決
定
機
能
と
執
行
機
関
を

監
視
・
評
価
す
る
機
能
を
よ
り
発

揮
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
長
が
一
人
で
あ
る
の
に
対
し
、

議
会
は
複
数
の
代
表
で
構
成
さ
れ

た
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
た
め
、

議
会
は
広
く
住
民
の
意
見
や
要
望

を
把
握
し
な
が
ら
、
市
の
課
題
を

明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

小
郡
市
議
会
は
今
後
も
「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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市
行
政
の
監
視
や
評
価
、
条

例
、
予
算
等
の
議
決
を
行
う
に

は
、
そ
の
役
割
を
担
う
一
定
の

議
員
定
数
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
地
方
交
付
税
の
削
減
等

に
よ
り
、
本
市
の
財
政
状
況
は

厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、

議
会
は
平
成　

年　

月
定
例

21

12

会
に
お
い
て
、
議
員
定
数
を　
20

名
か
ら　

名
に
削
減
し
ま
し

18

た
。
こ
の
議
員
定
数
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
４
月
に
行
わ

22

れ
る
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。（
小
郡
市
議

会
で
は
、
平
成　

年
に
も
議
員

17

定
数
を　

名
か
ら　

名
に
削

22

20

減
し
て
い
ま
す
。）


